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（
案
） 

 

視
野
広
く
、
視
座
高
い
、
次
代
を
創
る
中
小
企
業
家
に
な
ろ
う 

  

「
ど
う
し
た
ら
生
き
残
れ
る
か
」
「
経
営
者
は
孤
独
だ
」
「
明
日
の
手
形
資
金
の
不
足
を
従
業
員
に
も
話

せ
な
い
」
…
…
。
酒
を
く
み
か
わ
し
、
悩
み
を
語
り
合
う
中
か
ら
、「
ザ
イ
ル
が
必
要
な
ん
だ
」
と
誰
か
が

ひ
と
り
言
を
い
っ
た
。
高
く
険
し
い
山
に
登
る
に
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
ん
で
、
ザ
イ
ル
で
身
体
を
結
び

あ
っ
て
登
る
の
だ
。（
「
同
友
会
二
○
年
の
歩
み
」
よ
り
） 

  

戦
後
の
中
小
企
業
運
動
の
理
念
を
継
承
し
、
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
の
精
神
を
自
覚
し
た
経
営

者
の
集
ま
り
で
あ
る
中
小
企
業
家
同
友
会
。
そ
の
全
国
三
番
目
に
創
立
さ
れ
た
の
が
、
名
古
屋
中
小
企
業

家
同
友
会
（
現
・
愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会
）
で
す
。
今
か
ら
六
十
年
前
の
一
九
六
二
年
七
月
九
日
、
三

十
四
名
の
名
も
な
き
中
小
企
業
家
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

 

六
十
年
の
歩
み
は
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
と
歩
み
を
共
に
す
る
も
の
で
し
た
が
、「
人
を
生
か
す
経
営
―

中
小
企
業
に
お
け
る
労
使
関
係
の
見
解
」
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
指
針
成
文
化
運
動
や
二
十
一
世
紀
型
中

小
企
業
の
提
唱
な
ど
を
通
じ
て
、
自
立
し
た
中
小
企
業
家
と
し
て
相
互
に
支
え
高
め
合
い
、
度
重
な
る
経

済
危
機
も
社
員
と
共
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
挑
戦
は
、
戦
後
日
本
の
中
小
企
業
運
動
を
超
え
る
、
創
造
の
中
小
企
業
運
動
に
結
実
し
ま
す
。

金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
制
定
運
動
や
中
小
企
業
憲
章
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
、
ま
さ
に

「
道
な
き
み
ち
」
を
切
り
拓
く
も
の
で
し
た
。 

 

 

私
た
ち
は
今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
傷
痕
、
史
上
か
つ
て
な
い
超
巨
大
格
差
、

生
命
の
存
続
を
も
脅
か
す
気
候
危
機
、
さ
ら
に
は
国
際
社
会
秩
序
の
揺
ら
ぎ
な
ど
、「
持
続
可
能
性
の
危
機
」

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
経
済
社
会
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
自
身
の
価
値
観
や
生
き
方
の
抜
本
的

な
転
換
が
不
可
避
で
す
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」
や
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（S

D
G

s

）
」
に
代
表
さ
れ
る
、
人
間
尊
重
、
人
権
尊
重
の
企
業
や
社
会
を
め
ざ
す
世
界
的
合

意
で
す
。 

 

今
こ
そ
私
た
ち
自
身
が
、
生
命
の
尊
厳
に
思
い
を
致
し
、
人
び
と
の
暮
ら
し
を
守
り
安
定
さ
せ
、
誰
も

が
自
ら
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
、
「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
」
を
め
ざ
す
自
覚
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
九
九
九
年
四
月
に
公
表
し
た
「
九
九
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
「
自
立
型
企
業
づ
く
り
」
と
「
地
域
社
会
と
共

に
」
と
い
う
今
日
に
つ
な
が
る
二
つ
の
旗
印
を
掲
げ
、
「
学
ぶ
」
か
ら
「
実
践
す
る
」
同
友
会
へ
の
変
革
の

一
歩
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
三
年
、
「
二
〇
二
二
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
環
境
適
応
業
」
と

し
て
の
中
小
企
業
か
ら
、
「
環
境
創
造
業
」
と
し
て
の
中
小
企
業
へ
と
飛
躍
す
る
気
概
と
中
小
企
業
家
と
し

て
の
誇
り
を
込
め
た
「
地
域
未
来
創
造
企
業
」
を
掲
げ
ま
し
た
。 

 

創
立
か
ら
六
十
年
を
迎
え
た
中
、
改
め
て
私
た
ち
自
身
が
中
小
企
業
と
い
う
存
在
、
そ
の
意
味
と
価
値

を
問
い
直
し
、
中
小
企
業
が
地
域
の
未
来
に
希
望
と
展
望
を
抱
く
人
々
に
と
っ
て
、
地
域
社
会
に
対
す
る

信
用
と
信
頼
を
再
生
さ
せ
て
い
く
拠
り
所
と
な
る
こ
と
―
―
。
こ
れ
ら
が
私
た
ち
中
小
企
業
家
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
使
命
で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
と
確
認
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
日
こ
の
日
か
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
、
企
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
、
私
た
ち
の
生

き
る
愛
知
（
地
域
）
の
こ
れ
か
ら
（
未
来
）
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
愛
知

を
け
ん
引
す
る
の
は
私
た
ち
自
身
で
す
。 

 

二
〇
二
二
年
七
月
十
四
日 

愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会 

創
立
六
十
周
年
の
集
い 


